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弘前市の概要 



H･O･T Managers とは？ 

 学生による自発的MM活動の実施主体として 

 『弘前で生活している人にとって利用しやすい
魅力的な公共交通』を目指して 

 

 「みんなの力で弘前の公共交通を育てよう！」 
というコンセプトのもと、２０１０年９月に設立。 

 地域全体を巻き込んで、一緒に、公共交通に 
対する意識向上や利用機会の創出などを行う。 



設立の経緯 

学生の移動の実情に対する問題意識 

◦ 津軽地域も、極端なクルマ依存社会 

◦ 弘前大学の学生はクルマをあまり持っていない 

◦ 公共交通も不明な点、不便な点が多すぎて、 
利用するにはハードルが高い 

 

 

 
※弘前大学学部学生数で弘前市の全人口の約３％を占める 

 

学生達の移動手段は徒歩・自転車に限られてしまい、
特に冬季での移動には大変苦労している。 



公共交通の 
利用者の減少 

基本的な 
情報が不足 

大学生は 
クルマを持てない 

学生を公共交通の 
新たな利用者に！ 

基本的な情報の提供で、 
公共交通を利用できるものへ！ 

学生生活に合わせた 
利用機会づくり 

公共交通を利用する機会を、みんなの生活に合わせて、つくる。 

公共交通を利用する機会もない 

公共交通は利用できない 



学生による自発的MM活動のねらい 

 公共交通の利用促進による電車・バスの活性化 

 

 地域内回遊の促進による地域活性化 

 

 公共交通を利活用しようとする環境作り 

 

大人たちをその気にさせる♪ 



学生による自発的MM活動のねらい 

公共交通の利用機会作り 

人々の意識変化 

公共交通の利活用・地域内回遊の促進 

学生でも公共交通が使える
環境整備 

HOT 



 2010年9月着手 

 

 2011年4月 

   試作版の完成 

 

 2011年11月発行 

 

 4000部配布 

情報誌「ほっと」の発行 



 

公共交通の利用促進 



 

地域内回遊の促進 



効果 

公共交通の利用 

 

 

 

お店の利用 

12 22 2 

利用した 

これから利用したい 

利用していない 

（n=36人） 

11 21 4 

利用した 

これから利用したい 

利用していない 

（n=36人） 



第9回全国バスマップサミット in弘前 

 「事業所・行政・市民の3者が“お互いを知り合う
場”にしよう」 

 



 



 



 



第9回全国バスマップサミット in弘前 

 「みんなの力で弘前の公共交通を育てよう！」が
カタチとなった 

 

 市民、事業者のそれぞれで意識変化が生じた 

 

継続的に実施していくことで・・・ 

弘前の街、住民・市民、公共交通の3者のかけ橋へ！ 



学生による自発的MM活動の意義と課題 

＜意義＞ 

自発的であるが故の
持続性の危うさ 

フットワークの軽い
中立的なMM 

自分たちの問題として
モビリティを考える 

学生サークルの
限界 

＜課題＞ 

地域のモビリティ問題に一石を投じる 
MMの最初のステップとしての役割 



御清聴ありがとうございました 


